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地域の皆様と保護者の皆様と
子どもたちとわたしたち
御所浦小でおこすステキな奇跡
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令和３年度全国学力・学習状況調査の結果についてお知らせし
ます。この調査は国語と算数について、毎年小学校６年生に実施さ
れる調査です。 問題は学年をさかのぼって出題されます。
よって、６年生のがんばりに限らず、それまで５年間のがんばりが
重要視されますので、これから書くことはすべての子どもたち、保護
者の皆様にお伝えしたい内容になります。
結果は国語、算数とも良好でした。６年間の子どもたちのがんばり、
そして関わった職員のがんばり､家庭での励ましがあってこそだと
考えています。
ただ本校は少人数になりますので、個の数値が大きく反映します。
それにより平均値により判断することについては慎重に考えていま
す。そのため、認められる傾向について、報告したいと思います。

国語は、「書くこと」について､結果が非常に良好でした。
また「読むこと」については、全国的な傾向ではありますが、他の
内容よりも数値が低く出ました。それは「文章全体の構成を捉え､
内容の中心となる事柄を把握すること」「目的を意識して､中心と
なる語や文を見付けて要約すること」などです。
算数については、５つの領域のうち、「数と計算」「図形」「変化と
関係」「データの活用」について良好で、「測定」について若干の
課題がありましたが、概ね良好な結果でした。
課題となった領域を含めて、日々の授業、バリスタタイム等で充実
を図っていきます。また家庭学習は非常に大切になってきますので、
やったかの把握はプリントやノートの確認をしていただくと充実する
かと思いますのでよろしくお願いします。

２年生：「ぼくは、ニュースポーツの中で
ストラックアウトが一ばんたのしかったで
す。一年生のときは､ストラックアウトとカ
ローリングしかなかったけど､ペタンクが
ふえたのでうれしかったです。やとりさ
んと森先生と松ざきさんたちのおかげ
でたのしめました。森先生たちが言って
くれなかったらできませんでした。だか
ら、ありがとうございます。」

御所浦小ホームページのトップページはコチラ→

６年生：「先日は私達のために、長崎、佐
賀に連れて行ってくださり、どんなもの
があるかなどをくわしく教えてくださっ
たりしてありがとうございました。私は、
永井博士が重い病気にかかっている中
でも、戦争のことをうったえ続けたり、子
どもたちに言いたいことを書いたりして
いたことがすごいと思いました。そして、
ビンゴ大会も、すごく楽しかったです。本
当にありがとうございました。これから、
プレゼンにまとめて、５年生に伝えてい
きたいです。コロナウイルスなどに気を
つけておすごしください。」

４年生：「先日は伝馬舟について教えていただきありがとうございました。私は初めて
知った事がたくさんありました。まず伝馬舟の形が今と昔では変わっていたというこ
とです。魚つりに使えるように､魚を入れられる場所がついていてすごいなと思いま
した。２つ目は伝馬舟を作っている方が今は御所浦に１人しかいないということです。
乗ってこぐのは初めてだったけど､上手にこげるようになって、とても楽しかったです。
また伝馬舟に乗りに行きたいと思いました。本当にありがとうございました。」

３年：「今日はいろいろなことを教えてく
ださってありがとうございました。私が
初めて知ったことは３つあります。１つ目
は､魚が１日で１０ｔとれることです。理由
はタコだけで、３－４ｔあるからです。２つ
目は､魚やタコのオスとメスの見分け方
です。魚のメスは、やさしい顔をしてい
て､タコのメスは、きゅうばんがきれいに
ならんでいることです。３つ目は､御所
浦でリュウグウノツカイがとれたことで
す。リュウグウノツカイだけじゃなくて、
ヒョウモンダコとかとれてすごいなと思
いました。御所っ子水族館でいろいろな
魚を見てみたいです。」

５年生：「先日はわたしたちのために書道を教えていただきありがとうございました。ぼくたちが
濵本先生から学んだことが２つあります。１つ目は、はね、とめということです。濵本先生に言わ
れたとおりにしてみると､今までで一番いい字が書けました。ありがとうございました。２つ目は
しせいです。最初、せすじがピシッとなっていなくて、いい字が書けなかったけど、しせいの紙や
声かけで、指示をしてくださったおかげでいい字が書け始めました。ありがとうございます。これ
からも、お体に気をつけて､安全にお過ごしください。来年もよろしくお願いします。」

上に記しましたが、「書くこと」について､結果が非常に良好
だったと書きました。それはどうしてかと考えました。
御所浦小では、地域の方に学ぶ機会を多く設けています。その
学びでは､学習後にお礼の手紙を書くという活動が入ります。
礼節を重んじれば当然です。この活動が､子どもの「書く力」を
育んでいると感じています。

低学年のうちは、「型」から入ったお礼の手紙が、徐々にオリジ
ナルの文章となり、表現力を駆使した読み手に伝わる書き方へ
と進化しているようです。
今回は、さまざまな学年でさまざまな場面で書いたお礼の手
紙を掲載しました。「地道な積み重ねが力になっている」という
こと感じることができると思います。

１年生：「きょうは、おいそがしいなか、
ニュースポーツをおしえてくださってあり
がとうございました。ぼくが、たのしかっ
たのは、フリスビーです。りゆうは、なげか
たがわかったからです。２ばんめにたのし
かったのはペタンクです。りゆうはボール
がへんなところにいったからです。らい
ねんもおねがいします。」
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